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はじめに
生活科指導の実践を重ねると確かに子 どもたちが変わって行 く様子を実感することが出来る。
それは、生活科が総合的学習であ り、子 どもサイ ドか らの学習内容を意図 した教科であ り、時代
の教育を見通 した教科であるか らではないか。生活科は四つの視点を踏まえて、「自立の基礎 を養
う」 とい う究極的なね らいを達成す る。低学年の発達の特性か ら、具体的な活動や体験を通 して
体全体で学習するとともに、自分 との関わ りで、 自然や社会をとらえることを特色 としている。
しかも、生活科は地域を足場に してさまざまな活動を広げてい く。 しか し、生活科を発展的に創
造 してい くとき中学年・高学年の総合的な学習へ発展 させていくこと大切であ り子どもたちの「生
きる力」を育み、「生きて働 く学力」の基礎 を作つてい くと考える。
土滲料に
'き
す る基本
“
うなスタンス
学薇 のシンボル匁なのよがとづ く頃、薇史 では、さわやかだったよ のス が少 tず つ少 tず つ
冷たさを増 tて いきます。そのよに匁をは大 きく麦身を途げます。まるて
゛
読い谷ってファッシ
ョンショー をtて いるみたいに。子どもたちは、そのときに行んで匁なの音 とにたっボ リ摯 ま
って tよ うように匁春 と一体になるのです。冬に向かう凰 の子が渇 く頃、匁をは異 tく とづい
た責 とい景っば を辺 リー面に よき散 ら tは t゛ め ます。
子どもたちは、は らは らと落 ちる落 ち子 の十で、鬼や キリンになった り、 1ヽ 島や凰や雪にな
った り,匁春の布団 を作った り、 自由白え に宇寄 を飛 び|ヨ リます。そこには、4か な子どもの
世界 が広 が りますのス真帰百曼、建んだ り、学んだ り、そ tて 、学んだことを再び建 びに生か t
ながら、4Sを 豊かに tて いくのです。人人の3い や願 いなど遜かにた えた壼みが創逹 さイにてい
きます。そォtは 、 まさによべ きれ う子どもたちの虫/ヒ の6JJ逹 なのです。匁なの鬼が月に向かっ
て″ヒんでいくょうな子どもの感 |1生 き共有 tな がら 。・・。
96
活 動 場 所
地域に学び、生き生きと活動
科の授業創造 とその発展
白 1堅  青争 本支
研究主題
地域
7‐ どもの 「学び」の実現をめざす
対 象
し続ける子どもの育成を目指 して 「学び」の楽 しさを実感する生活
研究の仮説
一人ひ とりの 了̂ど t)の思いや願いを生か した総合的学習の実現をめざす
地域の良さを生か した クロスカ リキュラムを作 り
学習環境を「11夫 し
適切な支援 を行っていけば
子どもは、生き生きと活動 し続ける (「 学び」成立す る)であろ う
_視 ノは①
―
視ノ点②
―
視ノ点③
低・中・高学年研究の仮説 (図 1)
仮説の検証に当たつて
検証に当たって、「学び」の とらえ方について視点を明確に してお くことが大切 と考える。
「学び」について lILJっ の視点か ら捉えることにする
生活科における学びの成立要因 とは何か。
「学び」の姿 とは何か
視点 1
視点 2
低 学 年 高 学 年
五感を使って喜んで活動する
子ども
自分な りに課題意識 を持って
追求す る子どt)
課題意識を持って追求 し続け
る子ども
① 身近な環境、人の関わり
を生か したクロスカ リキュ
ラムづ くり
② 了̂ど t)の 感動や意欲が高
まるような環境づくり
③ 感動や気づきの瞬間をと
らえた支援
① 地域の自然・社会 0人的
素材を生かしたクロスカリ
キュラムづくり
② 了‐どt)の 興味関心が広が
り深まるための環境づくり
③ 了̂ど もの思いがふくらみ
実現できるような支援
① 恵まれた自然・社会環境
を生かしたクロスカリキュ
ラムづくり
② 単元を通して子どもの意
識の連続をはか りながら意
欲を高める支援
③ 子どもの意識の連続性を
図 りながら意欲を高める支
援
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地域 の中での 「学び」 とは何か
生活科 にお ける学びの成 立要因 とは何 か。
幼稚園 と小学校 との連携が、今回の教育課程の改善で大きな柱になっている。 しか し教師の
相互乗 り入れ、教育内容の連続・発展、発達の連続性等大きな課題 を抱えなが ら、連続性 を求
めていかなければな らない。
そこで、小学校 「生活科」「総合学習」で捉 える学びの成立要因を、大きくは 「遊び、学び、
遊び、こども文化の創造」 と考えてみることにする。 しかも、了̂ど も ^人 ひ とりの思いや願い
を実現 させ る地域学習を基盤 に据えるので、教室 とフィール ドを結ぶ立体的な構想が求められ
る。それは、今 までの教室の座学か ら体験的な学習への脱皮であ り、知識 中心の平板的な思考
か ら体験中心の立体的思考への転換 ともいえる。
学びの成立要因を視覚化 してみると
出来た
楽 しい
もつとやってみたい
「学び」の成立
遊び
学び
遊び
子 ども文化の創造
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視点 3
視点 1
友 達 い
っ ぱ い
できない
楽 しくない
興味ない
学校だ～いすき
先生だ～いすき
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(図 3)
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視点 2  「学び」 とは
かかわ り 0000さ まざまな事象に主体的に
気づき 000・ ・個々の価値ある体験の中か ら
交流 000000他 の人や より高い 「文化」 と
自立 00000・ より豊かな)人間性を培 う
文化の創造・・・21世紀を生き抜 く力 と創造
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視点 3  「学び」の姿とは
○ 自分から進んで関わろうとする姿
○ 調べたり、体験 したりする中で実感的に関わろうとする姿
○ 自他の良さや、価値あるものに進んで関わろうとする姿
○ 教室からフィール ドヘ広げ、継続的に興味 :関心を持ち、進んで追求し関わり続けよう
とする姿
視点4  なぜ 「地域」にしたのか
○ 子どもにとつて身近な存在
○ 子どもは地域の中の生活者
○ 人間は生涯の学習者
(図 4)
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5口 仮説の検証
仮説 1
地域に学び生き生きと活動 し続ける子どもを育成するためには、地域のよさを生かしたクロス
カリキュラム作ることがキーポイン ト
(図 5)
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仮説 1の検証のための手立 とて結果(図 6)
検証の手立て 具体的方法 果結
地域を知る 地域探検
地域マ ップづ くり
自然・作物 0人材等
・地域を十分知ることが出来た
地域マ ップは地域 を知って四季折々の
探検に役立ち計画的体験に役立った
地域を生かすカ リキュ
ラムづくり
教科・領域・環境等の横
断的 カ リキ ュラムの作成
全学年
教科横断的カ リキュラム作成は作成
が大変な労力が必、要であつた
入門期のカ リキュラムは別に必要
クロスカ リキュラム
作成手順
作成 手順 を作 り各学年
ごとので検討
(図 6)作成の手順 を手がか りに学年
ごとに試みた。その結果、他教科の時
間のゆとりを生み出 した。教科の特性
を生か しなが ら生活に密着 した学習に
な り学力の向 Lをみた
クロスカ リキュラムに
よる実践例
学年でね らう「学び」の
姿 を明確 に し、 自分 自身
で、五感 を使って活動す る
ためには、ネー ミングを魅
力あるものにす る
子 どもた ちの 中にあ る
「遊び」感覚を刺激 しなが
ら学習 を展 開す るな らば
学習の深ま り、広が りが期
待できないか。
「もつとすてきな私たちのまち」
この学習では、探検 してきたことが
単なる知識 としてではな く、これか ら
の町づ くりにまで学習が発展 していっ
た。子 どもたちの可能性 は限 りな く生
まれて くることに驚 く。
「旅にでよ う」の学習では計画か ら
安全、公共の乗 り物に乗 るな どに至 る
まで 自分たちの力で実践できた。教師
は子 どもたちの支援者 としての役害Jを
果た した。その事例が (図 6)第 2学
年の実践例である。
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(図 7)
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第 2
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く育てたい力>
●安全に乗り物に乗る
¢公共物を正なく孝じIllす る
ф自然の変化に気づく
Φ手紙を出す
○働きかけようとする
宣
亀
　
織
れ
○プレゼントづく
鑽 ク機風島警●・胤磐ム幣鐵:響覇輻
ク1鐵 スカリキュサム創
く学年でねらう「学び』尋姿>
地域にある自然や施設を探検した
'、
A々 と轟妾い、接す尋ことなとおして,曇 :分母性む
町の豊きや移り変わる季節を実感することも:二 、喜んで表職し、灘わ摯裁ilて いこ寺とす
る。
(2月 )
たぴに出よう
(16時間)
(12・ 1月 )
もつとすてきな
わたしたちのEI
(28時間)
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(図 8)
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を難翼意欲的に
交流 発ヽ展≫
藤1費 与1
,気づ く
発ヽ見や学習母意款付け鍾、
母雄 したことや、学習伸足跡
難黎記録の瓦
学習意紋の高まり、1ム まり、糞ま摯
:学習前からの掲撃I
I狙覚に講え轟環境領 り】
露II惑 に薄1え る環境づ く
《難1会 しヽ・ttrづ く》
肛「る・鍵i三墓
り鸞
《体敬・連斑t》
を撻統由ちに掲示する,
《l嬢 壼与ウ
気ギく、地中:ナ る霧き育てる.
:簿験学習園:
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仮説 2の 検証のための手立てと結果
検証の手立て 具体的方法 果結
地域を知る 地域探検による再発見
地域マ ップづ くり
自然・作物 。人材等
具体的な事項の書き込み
・地域の散歩道が出来て、 子どもたち
が グループで探検できるよ うにな り地
域の人に入 り込んでいる姿を見る。逆
に地域の教育力 t)増 した
地域マ ップは地域 を知って四季折 々
の探検に役 11ち 計画的体験に役立った
地域
学習環境
地域探検 の結果 を生か
す ための地域学習環境 作
り年 間 カ リキュラムの 中
に地域 の環境 を ス トー リ
ー性 の あ る、 しか もその
時 々に ドラマチ ィックな
出会 いの出来 る もの にす
る。
複線的・複眼的 0複 合的な視点を教
師 ^人 ひ とりが もてるよ うになった。
教室 とフィール ドを結ぶ ことで年間
の学習が一つのス トー リーを持 ち、時
時 々の出会いが ドラマテ ィックな もの
にな り、学習が豊かになってきた。
学校 と地域 を結ぶ学習
環境 とは
学校 教育 の 中に地域 を
取 り組んでいく
複線的・複眼的 0複合的な視点を教
師一人ひ とりが持つ ことによつて多様
な支援が出来るようになった。
複合的な指導案の作成が地域 を学校
に近づけることが可能になった
育てたい力を明確 に
た第 2学年の実践例
学年でね らう「学び」の
姿を明確に し、教師がこの
単元 で何 を育てたいか意
識す る こ とで子 どもの活
動 か ら読み取 つてい くこ
とを多様に していく。
子 どもたちが学習を通 し環境にも人
にも優 しくなった。
地域の環境か ら学びが広が り、国語
の書 く力、算数の計算力、社会、理科
道徳な ど教室では身につ きにくい実践
を伴った学力の向上は教室で学習す る
だけでは理解 しにくい事柄が身につい
ていった。
身近な環境か らの学習であったが、
地球や宇宙の環境 まで考えるよ うにな
つていつた
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(図 9)
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作りたしヽな
物を幸ること:よ好き
動きの島曇もの等への発想はあま警ない
はおみ袋鐵の指導を要する児童 1九
学習活動獅 ll`2年 )
0彗鮭びをとおtノ て地域の人々と交流移・音遊びや地域の人をと難tノ 鍮し
○遊び方や遊げ場を工去して,纂学年像友鷺やお家の人々とも案しく館ぶぐ
豪作り方を正式毎台いながら.難 きめ島る糞もちゃや音織出るおもちゃを楽ヒノく作6.
○身近な材料の選合せを正夫して、轟分の作りたしヽおtrち ゃめ見通しをもつ薔
I全体の準備】
プ鐵グラムづくり
場づくり 1事面図}
修輩五環の設薦
【コーナーごとの準備I
驚ぴ高織識明カード
賞詐 メダルなどの製作
菫一ナー仲当番漱め
遊び場の識営
作りた熱ヽおもちゃや準備物を磨己選択し、自分の気づきや友蓮との情報交換から楽しも1
おもちゃ予ンドができるよう:こ工夫じ合ったり,地域の人々から彗遊びを教わったりする
活動をとおして,友達や地域の中:こ 生きる自分を見つめる。
港鑽びランドで遊ぽう
折り紙避び お手玉避ば 竹とんぼ避ぴ
おじしヽちゃん摯轟ぱ轟ちゃん鍾替避
ドの露異仲作り方や遊げ方を教わろう
奮暦 を調べてみよう
:障豪:織曇:,も |う と楽
韓鐸難蘊雉 ‐
麟 :=燃え議
"■
1会
おもちゃラン ドで避ぽ争
森もちゃめ作り蒔摯遊び方を
難瞬支:こ書ちヽて選介し合い .
で1奉異1台象麟 表をしよ争
:機石を使■た
l おもなゃ
罵T動く
おもちゃ
ゴムで難く
れもちゃ
音がでる
総黎ちゃ
鼻毎曝ゃを作ろう
素繕腐杵 森もちゃ総設計圏を作ろう
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仮説 3の検証のための手立てと結果
検証の手立て 具体的方法 果
士
口
′
不
地域を知る 地域探検による再発見
地域マ ップづ くり
自然・作物・人材等
具体的な事項の書き込み
・地域の散歩道が出来て、子 どもたちが
グループで探検で きるよ うにな り地域
の人に入 り込んでいる姿を見る。逆に地
域の教育力も増 した
地域マ ップは地域 を知 って四季折 々
の探検に役立ち計画的体験に役立った
地域 を生かす教育課程
の工夫
教育課程 を工夫 しなが
ら教科・領域・環境等の横
断的カ リキュラムの作成、
全学年実施
複線的・複眼的・複合的な視点を教師
一人ひ とりがもてるようになった。
教育課程の思い切 つた工夫が教科横
断的カ リキュラム作成は作成 が大変な
労力が必要であつた
入門期のカ リキュラムは別に必要
適時性 のある教師の支
援
適 時性 の ある支援 を行
うためには、教師が子ども
た ちの活動 の流れ を幾通
りか予想 してお くこ とが
大切
複線的・複眼的・複合的な視点を教師
一人ひ と りが持つ ことによって多様 な
支援が出来るようになった。
複合的な指導案 を常に じゅんび出来
るよ うになった ことが一人ひ とりへの
支援が豊かになった
育てたい力を明確 に
た第 2学年の実践例
学年でね らう「学び」の
姿を明確に し、教師がこの
単元 で何 を育てたいか意
識す る ことで子 どもの活
動 か ら読み取 ってい くこ
とを多様に していく。
子 どもたちに、単元で育てたい力を明
確 に した ことで多様 な活動への支援 が
瞬時に出来るようにな り、活動が継続 し
ていった。その活動は教師の意図 した も
のより、遥かに大きく広が りと深ま りを
見せた。このことは他教科にもおよび学
習意欲 が高 ま り学校全体が活 力あるも
のになった。
―了̂ど もたちが学習 を通 し環境 に も人
にも優 しくなった。
第 1学年の実践例
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第 3学年の実践例
。「学びJにつしヽて
身の回りの人、11き
物、環境 :二 対して受動
的で、自ら織題を見つ
けだそうと:ま しない
興味 。轟J由 はヽ高い
。地域環境につしヽて
江津翻 1こ は憤fL織 し
んでいる
そこ:こ 住む11き 物 :こ
ます彗ても、警1素 X開 ふ́
:ま 高い
じっくり観察するこ
とは少なくtカ モが越
冬することを御1る |ル :ま
1夕 ない
江津籍I砕 まわ t,鋒 地域
鍮人々ヘ メッセージを発
イ言しよう
こんなことやあんな二
とも、みんな砕気づきを
もっと鎌めよう
これを調べるにIよ どう
すれ:∫いいかな。みんな
で考主て、今殺翻べに行
こう、
こムな仲もいるし、轟
んなのもいふ。こオ1につ
いても嗜と無りたいなあ
12,1・ 2・ 3月
わたしも41き 物
をヽきもヽ さヾンザイ
11・ 12月
生碁物
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6・ 7月
骨だち幸ギける生き物
:I熙:難:攀辮轟華
・ 自然愛譲の気持ちを持つ
動繊物の競黎、飛培
をとおして、他玲難植
物へ も開心を持つ
。季節を横断 した観察の
継続
生鼻物の種級の変化
やft溝 ゆ様子仲変fヒ :こ
気づ く
。体験活動をとおして
,1:ら 考えI11先 する
見通 しを持つて,豊 求
する
。環境の気づき
生き物、人や、自然
環境 |二 気づ く
暴
轟
生き騨い .》 ::∬ いま
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第 6学年の実践例
「学び」について
公共施設や地方公共
lsll体 の働きに/pい て
の理解が 1｀ 分でない
1,■
)iイ クノン葺響1穫 Ettfヒ
に結びつく経験〔よ少
ない
・地域環境につしヽて
,ビ ツアレ/tに ついて
買い物によく行 く
メ水薄地の遣翻1に ついて
見学に行く:た ことが
ある
。こ津織の本め滑れに
つtゾご
関心はあるが気づき
|よ 少ない
機構1)難 錯■轟
国議17時薄l
社会13時 間
騨l料 151時 間
図■ 6時麟1
音楽 5時間
家庭 8時欝:
実 践 化
生活 :二 生かす
12月
私達|こ できることを考えよう
表現活動
勤黒綺表現
方法のII夫
発表
菫
コ… ス別
調査分析
露―ス騨講理学習
覇―スBll
課題把握
<大単元>
:輻  :
・ イメージを表現する
t楽 器や物語等〕
・ リサイクルを考える
1実数 fヒ }
・発表会をする
｀
・公共施設を調査する
。地方公共圏体の働き
を理解する
。地域を調査する
(視点を持って
'。生活を見直す
1・ 2月
2010年 泉ケ■
10月
今と音の生活環境の違いをみつけよう
6。 7月
今仲泉ケ丘め環境
を調べよう
9月
静券ホナ11め 環境
を:務 ぺよ寺
気づき織集約
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ば○静、PH:二 よるままL調露漂霧fや 月電謬彎豊班
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轟
… …
キ
1翼‐i彎驚撃I螺
=Ili撃
■
: :亥十
導彗翻べたことをみんなに知 らせよう
野栞求‡こつひての調査班を編成 しよう
イli活 科指)専 7去 Ⅲ
*第 1学年の実践例 に学んだ こと
11記の第 1学年の実践例 にみ る 「学びの」成 t
6.研 究 の 成 果
低学年の生活科のみでなく中・ L学 年まで広げての、部分的教科統合を試行した総合的学習
の推進によって、次のような子どもが育った。
① 子どもからの発信を大切にした指導法の工夫で、日的意識を持って自ら課題を追求 し続け
る子どt)が 育っていった。
② 指導法の工夫であらゆることに興味・関心を持ち、多様な考え方で対応・交流出来る子ど
もたちの姿が見られた。
③ 自他のよさに気づき、思いや りの心を持って、自然やもの、人に関われる子どもたちが育
った。
○ 地域に根ざした総合的学習を推進するためには、カ リキュラムの開発は欠かせない要件であ
ることが証明できた。
特に、地域を基盤とした教科・領域の部分的統合を試行 した総合的なクロスカリキュラムは
有効であることがわかった。
○ 実践化のためには、生活の場である子どもを取 り巻く環境を学習環境化することが有効と考
えられる。
フィール ドと教室を直結させた学習の場の拡大・確保により学習意欲・行動化を喚起 した
○ 学習過程の工夫と支援が、「学び」をより現実的なものにした。
コース別学習により、自己点検の場が増え、表現や実践として発展・進化 していった。
広がり深まりのある 「学びJの成 1ヽの ためには、実践、興味・関心への即応と適時的支援が
有効である。
9月 にな り朝顔が黍色に枯れ始めた頃、種取をす ることになったその ときの 了̂ど もの声
穴あけない と死ん じゃ うよ
育ててみよ うよ
誰が育てる ?ど こで育てる ?
先生本当に花咲 く?
種 どうする
ブ レゼン トしよう
ビニ ー ル ノ、ウ ス
rみ たいにす る と
寒 くない
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研究を終えて
○  「学び」の発展・深化のためには、興味・関心を持続 させなが ら、学年相互に影響 し合い拡
大・発展 してい く学習の追求を子どt)自 らの力でな し得 るよ うな指導法の改善が必、要であるの
また、 人́ひ とりの 「学び」の深化・発展のための教師の支援や看取 りの場をどのように指導
の中に組み込んでい くのか今後検討 していく必、要がある。
○ クロスカ リキュラムは)地域学習では有効であったが、教育内容や順位性については今後 さ
らなる研究が :ど、要であるの
○ 教科統合の適時性・系統性や内容等の合理化 と総合的学習の 目標の検討が必、要である。
○ 地域環境についての検討
地域の環境 。人材の活用について |ま 、より密に地域 との連携 を図 りなが らその可能性 を追求
してい くことがより了̂ど t)サ イ ド十二たった 「学び」の深化・統合・発展に繋がると考える。
複線的・複眼的 。複合的な学習環境を醸成することにより、「学び」が広が り、深 まる。また、
環境を身近にす るための方策 としてキャッチフレーズ、ネー ミングの効果は研究 してみる価値
はある。特に、コマーシャルで育った子どもたちには、効果があったことか ら、今後研究 して
みたい。
○ 学習過程について
表現や交流活動を通 してより高い文化を自己の 「学び」に反映 させ る手 えヾての検討が必、要で
あろ う。
最後に、特に低学年は、幼稚園教育の延長線 11に あ り、周 りの環境に関わ りなが ら遊びを通 し
て学んでい くことを考えた とき、それぞれの学校の生活科が共通性を持ちなが らも,遊んだこと
(体験 したこと)が子 どt)た ちの内面で熟成 され、学び とな りその学びが次の体験を生み出 し、
地域独 自の子ども文化の創造に繋がっていくことを考えた とき、生活科の持つ意味合いを教師は
充分認識 し、生活科にふ さわ しい指導法をさらに研究す ることが必、要である。
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